






<考察>Smith らは,成長のシフトは,①乳児の約50%に認められ,上むきシフトと下むきシフ

ト数はほぼ等しく,主として遺伝的因子による,②2歳以後は稀である,と報告している。し

かし,今回の検討では,①乳児期のシフトに対する遺伝的因子の関与は判然とせず,②2 歳

以後のシフトが全体の 61%と高率に認められた。日本人正常小児の成長パターンは予想以

上に多彩であると思われる。 

 甲状腺機能低下症患児では,治療開始後 11 例中 7例で上むきシフトが出現した。この上

むきシフトは,2 歳以前には target height に近づき,2 歳時には target height に達すると

いう特徴を有する。上記事実は,甲状腺ホルモン投与量決定に際して,一つの有用な指針と

なると思われる。 


